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Ⅴ－１ 教育相談研究委員会

１ 研究主題

子どもの対人関係を向上させるための支援の在り方に関す

る調査研究

〈内容の要約〉

本研究は，子どもの対人関係を向上させるために教師の効果的な支援の在り方を探ることを目標に調

査研究及び実践を行った。調査分析の結果，対人関係を向上させるための因子は，小学校では「積極的

な自己表現 ，中学校では「意欲的で建設的な自己理解 ，高等学校では「友達とのよりよい関係を保つ」 」

ための自己理解」であることが分かった。また，対人関係を向上させるためには，これらの因子に関連

するエクササイズ（課題）を，ソーシャルスキル教育や構成的グループ・エンカウンターから学級の実

態に合わせて選定し，意図的・計画的に実践していくことが有効であることが分かった。

〈キーワード〉

（１） （２）ソーシャルスキル教育 （３）構成的グループ・エンカウンター対人関係

２ 主題の理由

今，学校では，仲間づくりが不得手で周囲の人々とうまく付き合っていけない子どもや，自分の不安や

悩みをうまく解消しきれず，いじめ，暴力行為，万引きなど様々な問題行動として現している子どもが増

えてきている現状にある。学級の中においても，はっきりとした問題行動という形にはならないまでも，

， ， ，相手の立場を考えずに行動する子ども ささいなことですぐ友達とけんかになってしまう子ども 反対に

友達との関係に気を遣いすぎて疲れ果ててしまう子どもなど，友達との対人関係をうまくとれない子ども

が増えてきている。

この背景には，今の社会において人間関係が希薄化している傾向にあるということや，家庭や地域社会

における教育力が低下しているということなどが考えられる。本来ならば，これまで家庭や地域社会の中

で学んできたであろう人とよりよくかかわるために必要な能力が，十分身に付かないまま育ってきている

現状にあると考える。

一方，教師は，これまで問題が起きたときに個々に対応する対処療法や，訓話的な心情面への指導を主

に行ってきた。しかし，それだけでは十分に機能しない現状が出てきた。子どもたちは人とかかわりなが

ら成長していくことを考えると，教師に求められているのは，子どもたちに人とかかわるために必要なス

キルを指導していくことである。

そこで，本研究では，よりよい対人関係づくりのために今どんな力が子どもたちに必要とされているの

か，その構成要素（因子）を探るためのアンケート調査を実施し，分析を基に明らかにしたいと考える。

また，実践研究に当たっては，学校における基本的な単位である学級集団の中で，人とかかわる体験を通

して必要なスキルを身に付けさせていきたい。集団を対象に行いながらも子ども一人一人が明らかになっ

た因子を高めるためのスキルを身に付けていける方法として，ソーシャルスキル教育や構成的グループ・

エンカウンターのエクササイズ（課題）を活用した実践が考えられる。これらの方法を取り入れた実践を

通して，子どもたちの対人関係を向上させる教師の支援の在り方を探ることをねらいとして本主題を設定

した。

３ 研究の目標

子どもの実態調査や教育実践の分析を通して，子どもの対人関係を向上させるための効果的な支援の在
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り方を探る。

４ 研究の仮説

アンケート調査を基に対人関係を向上させるための因子を見付け，学校教育活動の中で，意図的・計画

的にその因子を高める支援を行っていけば，自己肯定感が高まり対人関係を向上させることができるであ

ろう。

５ 研究の内容と方法

(1) 研究の内容

ア 子どもの対人関係の実態を調査する。

イ 子どもの対人関係を向上させるための効果的な教師の支援の在り方を探る。

(2) 研究の方法

ア 県内小・中・高の子どもの対人関係の実態を調べるためのアンケートを作成する。

イ アンケート調査を実施し，その結果をバリマックス回転法により分析して，子どもの対人関係を向

上させるための因子を探る。

ウ ソーシャルスキル教育や構成的グループ・エンカウンターなどについて文献研究を行う。

エ 因子を高める教育実践（小：ソーシャルスキル教育，中・高：構成的グループ・エンカウンター）

及び分析を研究委員会で行い，子どもの対人関係を向上させる効果的な支援の在り方を探る。

６ 研究の実際

(1) アンケートの調査構想

問題行動を起こしたり，何となく教室で孤立したりして心理的に適応感をもてない，人とのかかわり

が苦手な子どもたちの特徴の一つとして，自己評価が低いことが指摘されている。

この自己評価について，服部祥子は「子どもは一定の目的や課題の遂行にあたって，道具や機能を自

由に駆使する力を発揮するとき 自分には自分なりの力がある という自己評価を抱く。これは，他，『 』

者に比べて優越する能力ではなく，自分で自分を評価し，自分の力への信念を抱くことであり，学童期

の人格的活力となる。これは，有能感とも言われるものである と述べている。つまり，自己肯定。」（２）

感（有能感）が低いと対人関係がうまくいかない場合が多いと考えられる。

そこで，対人関係がうまくいくには有能感が大きく影響してるのではないかと考え，対人関係を向上

させるための因子と有能感との関連を検討する必要があると考えた。

(2) 予備調査について

ア 調査用紙の作成

質問紙の作成に当たっては，まず，県内小・中・高の30名の教師を対象に「学校生活の中で，児童

生徒の対人関係が見られる具体的な場面について」自由記述でアンケートをとった。次に，このアン

ケートを基にＫＪ法により本研究委員会で28項目からなる対人関係に関連する質問項目群（資料１）

を作成した。

そして，本研究委員会で作成した対人関係に関連する質問群と有能感を見るための既存の尺度（熊

大式コンピタンス尺度，勝俣，1999年 （資料２）とを用いて調査した。回答は，４件法（ よくあて） 「

はまる 「だいたいあてはまる 「あまりあてはまらない 「まったくあてはまらない」から１つを」， 」， 」，

選ぶ方式）とした。

（平成12年12月18日～22日）イ 調査対象及び実施期間

小学校１校，第５学年１クラス40人，中学校１校，第２学年１クラス35人，高等学校１校，第２学

年１クラス36人に実施。

予備調査を行い，基礎統計量を出して内容項目の確認をし，若干の修正を行った上で本調査を実施

した。
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(3) 本調査について

（平成13年２月26日～３月２日）ア 調査対象及び実施期間

小学校５校，第５学年各校１クラス159人，中学校５校，第２学年各校１クラス141人，高等学校４
校，第２学年各校１クラス157人に実施。

イ 「対人関係」に関連する基礎統計量の結果

表１は，全体の傾向を，図１は，小・中・高別の傾向を示すものである。

表１ 「対人関係」に関連する基礎統計量

図１ 内容項目の小・中・高別平均値

内容項目４番「並んで待たなければならないときは順番を守るほうです 」は，表１から全体の内容項。

目の中で平均値が3.43ポイントと最も高く，また，図１からは，その傾向は小・中・高共に同様であるこ

とが分かる。一方で，17番「学級のために何か役立つことをしているほうです ，19番「授業中に発言す。」

るほうです ，27番「人前で話すことが好きなほうです 」の項目は平均値が低く，小・中・高と年齢が。」 。

高くなるほど平均値が低くなっている。

番号          内          容          項          目 平均 標準偏差 歪度 尖度

1 自分には得意なことがあると思います。 3.01 0.76 -0.42 -0.25

2 人の過ち（失敗）をいつまでも責めないほうです。 2.74 0.67 -0.08 -0.17

3 仲間に入れてほしいときは，自分から言えるほうです。 2.79 0.8 -0.21 -0.45

4 並んで待たなければならないときは順番を守るほうです。 3.43 0.7 -1 .25 1. 6

5 友人から好かれているほうです。 2.75 0.63 -0.69 0.87

6 人のいろいろな考え方を認めることができるほうです。 2.99 0.66 -0.29 0.13

7 自分の気持ち（うれしい，悲しい）を表情や言葉にすることができるほうです。 2.93 0.79 -0.26 -0.6

8 だれかが困っていると手助けするほうです。 2.85 0.65 -0.1 -0.3

9 学校でやる気が出るほうです。 2.48 0.85 0.003 -0.62

10 人の成功を喜ぶことができるほうです。 3.04 0.73 -0.56 0.47

11 人からの不合理な要求（いやなこと）を断ることができるほうです。 2.83 0.8 -0.12 -0.57

12 みんなで決めたことは，自分の意見が違っていても協力するほうです。 3.06 0.74 -0.35 -0.39

13 学校で自信をもって取り組めることがあります。 2.59 0.83 0.026 -0.6

14 自分が困ったときは友だちが助けてくれると思います。 2.87 0.75 -0.38 -0.03

15 人の意見に賛成・反対をはっきり示すことができるほうです。 2.68 0.81 0.04 -0.65

16 意見を言うときは，人の意見を聞いたり，しばらく考えたりして言うほうです。 2.95 0.78 -0.32 -0.42

17 学級のために何か役立つことをしているほうです。 2.2 0 .74 0 .2 -0 .2 6

18 友だちを信じることができるほうです。 3.13 0.72 -0.56 0.15

19 授業中に発言をするほうです。 2.03 0 .91 0. 61 -0 .4 2

20 人が話しているときは最後まで聞くほうです。 2.77 0.77 -0.07 -0.53

21 失敗してもまたがんばろうと思うほうです。 3.03 0.79 -0.61 0.03

22 友だちのいいところに気付くほうです。 2.9 0.77 -0.24 -0.42

23 失敗してもあまり気にならないほうです。 2.46 0.95 0.12 -0.91

24 友だちとうまく付き合えるほうです。 2.87 0.73 -0.42 0.15

25 努力すればたいていのことは何とかなると思います。 3.03 0.78 -0.57 0

26 クラスの人はだれでも大切だと思います。 2.88 0.85 -0.43 -0.44

27 人前で話すことが好きなほうです。 2.29 0 .93 0. 32 -0 .7 3

28 人のいやがることは言わないほうです。 2.61 0.75 -0.1 -0.32
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ウ 対人関係に関連する因子分析（注）の結果

対人関係を向上させるための因子を見付けるために，28項目につき因子分析を行った（バリマックス

回転による 。その結果，表２・３・４のように小・中・高それぞれに３つの因子を見いだした。）

表２ 小学校因子分析の結果

積極的な自己表現 他者を尊重する姿勢 良好な友人感因子１： 因子２： 因子３：

（注） 因子解釈は，該当する番号のすべての内容項目を要約して表した言葉である。例えば表２の因子
１「積極的な自己表現」という言葉は，因子１に該当する番号のすべての内容項目の要約として表し
ている。

表３ 中学校因子分析の結果

意欲的で建設的な自己理解 自由な自己表現 他者を尊重する姿勢因子１： 因子２： 因子３：

番号 内     　容　   　  項     　目 因子1    因子 2 因子 3
15 人の意見に賛成・反対をはっきり示すことができるほうです。 -0. 7 5 2 0.040 0.031

19 授業中に発言をするほうです。 -0. 6 7 1 -0.118 -0.013

13 学校で自信をもって取り組めることがあります。 -0. 6 1 1 -0.250 0.280

27 人前で話すことが好きなほうです。 -0. 5 9 3 0.045 0.276

17 学級のために何か役に立つことをしているほうです。 -0. 5 6 2 -0.325 0.242

25 努力すればたいていのことは何とかなると思うほうです。 -0. 5 4 3 -0.292 0.163

21 失敗してもまたがんばろうと思うほうです。 -0. 4 4 9 -0.326 0.073

9 学校でやる気が出るほうです。 -0. 4 4 7 -0.311 0.073

16 意見を言うときは，人の意見を聞いたり，しばらく考えたりして言うほうです。 -0. 4 2 3 -0.227 0.015

3 仲間に入れてほしいときは,  自分から言えるほうです。 -0. 4 0 5 0.009 0.339

1 自分には得意なことがあると思います。 -0. 3 5 1 -0.086 0.217

7 自分の気持ち（うれしい,  悲しいなど）を表情や言葉にすることができるほうです。 -0. 3 4 8 -0.090 0.101

8 だれかが困っていると手助けするほうです。 -0. 3 4 3 -0.312 0.112

11 人からの不合理な要求（いやなこと）を断ることができるほうです。 -0. 3 0 9 -0.189 0.145

23 失敗をしてもあまり気にならないほうです。 -0. 1 8 3 0.063 0.124

18 友だちを信じることができるほうです。 -0.074 - 0 . 5 7 0 0.199

26 クラスの人はだれでも大切だと思います。 -0.299 - 0 . 5 4 5 0.115

10 人の成功を喜ぶことができるほうです。 -0.195 - 0 . 5 2 6 0.288

20 人が話しているときは最後まで聞くほうです。 -0.144 - 0 . 5 0 2 0.142

12 みんなで決めたことは，自分の意見が違っていても協力するほうです。 -0.084 - 0 . 4 5 2 0.022

4 並んで待たなければならないときは順番を守るほうです。 0.115 - 0 . 4 2 4 -0.057

28 人のいやがることは言わないほうです。 -0.037 - 0 . 4 0 7 0.352

6 人のいろいろな考え方を認めることができるほうです。 -0.230 - 0 . 3 6 5 -0.050

2 人の過ち（失敗）をいつまでも責めないほうです。 -0.220 - 0 . 2 9 7 0.235

5 友人から好かれているほうです。 -0.109 0.018 0 . 7 6 1

24 友だちとうまく付き合えるほうです。 -0.173 -0.224 0 . 5 7 6

14 自分が困ったときは友だちが助けてくれると思います。 -0.145 -0.163 0 . 5 2 9

22 友だちのいいところに気付くほうです。 -0.252 -0.384 0 . 4 1 9

負荷量の二乗和 3.989 2.824 2.180
        寄与率 14.246 10.084 7.786
    累積寄与率 14.246 24.330 32.116

番 号 内 　   　 　 容  　  　 　 項 　 　 　   目  因 子 1   因 子 2    因 子 3   

1 3 学 校 で 自 信 を も っ て 取 り 組 め る こ と が あ り ま す 。 0 . 5 9 3 0 . 3 4 4 - 0 . 0 8 3
1 2 み ん な で 決 め た こ と は ， 自 分 の 意 見 が 違 っ て い て も 協 力 す る ほ う で す 。 0 . 5 6 4 - 0 . 0 5 2 0 . 2 1 9
1 0 人 の 成 功 を 喜 ぶ こ と が で き る ほ う で す 。 0 . 5 5 7 - 0 . 0 3 4 0 . 3 8 4
1 7 学 級 の た め に 何 か 役 に 立 つ こ と を し て い る ほ う で す 。 0 . 5 5 1 0 . 2 2 7 0 . 2 4 3
2 6 ク ラ ス の 人 は だ れ で も 大 切 だ と 思 い ま す 。 0 . 5 1 4 0 . 0 4 8 0 . 2 8 4
9 学 校 で や る 気 が 出 る ほ う で す 。 0 . 4 6 2 0 . 2 1 2 0 . 0 9 5
2 5 努 力 す れ ば た い て い の こ と は 何 と か な る と 思 う ほ う で す 。 0 . 4 2 8 0 . 3 0 9 0 . 1 6 7
2 1 失 敗 し て も ま た が ん ば ろ う と 思 う ほ う で す 。 0 . 4 1 9 0 . 1 5 2 0 . 1 5 6
1 8 友 だ ち を 信 じ る こ と が で き る ほ う で す 。 0 . 4 1 1 0 . 2 8 6 0 . 1 7 6
1 自 分 に は 得 意 な こ と が あ る と 思 い ま す 。 0 . 3 8 7 0 . 2 9 5 - 0 . 1 4 9
2 7 人 前 で 話 す こ と が 好 き な ほ う で す 。 0 . 3 7 4 0 . 3 6 7 0 . 1 0 0
4 並 ん で 待 た な け れ ば な ら な い と き は 順 番 を 守 る ほ う で す 。 0 . 2 6 0 - 0 . 0 5 4 0 . 0 7 1

3 仲 間 に 入 れ て ほ し い と き は ,  自 分 か ら 言 え る ほ う で す 。 0 . 1 3 8 0 . 6 4 1 - 0 . 0 1 7
2 4 友 だ ち と う ま く 付 き 合 え る ほ う で す 。 0 . 0 2 1 0 . 6 2 4 0 . 1 3 1
5 友 人 か ら 好 か れ て い る ほ う で す 。 0 . 0 3 2 0 . 5 2 7 0 . 3 9 2
1 5 人 の 意 見 に 賛 成 ・ 反 対 を は っ き り 示 す こ と が で き る ほ う で す 。 0 . 3 2 4 0 . 5 1 5 - 0 . 0 7 0
1 9 授 業 中 に 発 言 を す る ほ う で す 。 0 . 3 7 2 0 . 4 4 2 - 0 . 0 5 3
1 1 人 か ら の 不 合 理 な 要 求 （ い や な こ と ） を 断 る こ と が で き る ほ う で す 。 0 . 0 5 7 0 . 3 8 7 - 0 . 0 4 2
7 自 分 の 気 持 ち （ う れ し い ,  悲 し い な ど ） を 表 情 や 言 葉 に す る こ と が で き る ほ う で す 。 0 . 0 6 8 0 . 3 4 5 0 . 0 0 2
2 3 失 敗 を し て も あ ま り 気 に な ら な い ほ う で す 。 - 0 . 0 4 2 0 . 3 0 7 0 . 0 8 8

2 8 人 の い や が る こ と は 言 わ な い ほ う で す 。 0 . 0 1 2 - 0 . 0 6 4 0 . 6 0 9
1 4 自 分 が 困 っ た と き は 友 だ ち が 助 け て く れ る と 思 い ま す 。 0 . 2 9 8 0 . 2 8 9 0 . 4 9 2
2 人 の 過 ち （ 失 敗 ） を い つ ま で も 責 め な い ほ う で す 。 0 . 0 6 7 - 0 . 0 6 1 0 . 4 8 4
6 人 の い ろ い ろ な 考 え 方 を 認 め る こ と が で き る ほ う で す 。 0 . 3 8 7 0 . 0 7 9 0 . 4 4 5
2 2 友 だ ち の い い と こ ろ に 気 付 く ほ う で す 。 0 . 3 4 7 0 . 1 4 9 0 . 4 0 6
1 6 意 見 を 言 う と き は ， 人 の 意 見 を 聞 い た り ， し ば ら く 考 え た り し て 言 う ほ う で す 。 0 . 1 3 7 0 . 1 3 1 0 . 3 1 4
8 だ れ か が 困 っ て い る と 手 助 け す る ほ う で す 。 0 . 3 0 2 0 . 0 7 6 0 . 3 0 8
2 0 人 が 話 し て い る と き は 最 後 ま で 聞 く ほ う で す 。 0 . 2 3 8 - 0 . 0 3 8 0 . 2 6 3

負 荷 量 の 二 乗 和 3 . 4 5 0 2 . 6 9 3 2 . 1 3 2

        寄 与 率 1 2 . 3 2 2 9 . 6 1 6 7 . 6 1 4
    累 積 寄 与 率 1 2 . 3 2 2 2 1 . 9 3 8 2 9 . 5 5 3
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表４ 高校因子分析の結果

良好な友人感 積極的な自己表現因子１： 因子２： 因子３：友達とのよりよい関係を保つための自己理解

以上の結果から，本研究委員会では28の項目に関連する対人関係を向上させるための因子を表５のよ

うに考えた。

表５ 小・中・高別対人関係を向上させるための因子

因子別の相関についてエ

対人関係を向上させるための因子 対向因子 有能小・中・高別に示した （以下表記の都合上 と表す）と

との関連を見るために，熊大式コンピタンス尺度を使って具体的に内容の検討を行った 「コンピタ感 。

ンス」とは， という意味である。熊大式コンピタンス尺度（表６）は，認知的・身体的・社会的・能力

生活的のそれぞれの能力を測る尺度であり，また，それらを合わせもった場合に抱く総合的自己評価を

測る尺度である。また，表７～９は，対人関係を向上させるための因子と有能感を表したものである。

相関を見る場合，相関係数が 0.4以上であれば相関があると言える。

表６ 熊大式コンピタンス尺度

番 号 内          容       　  項    　      目  因 子 1   因 子 2  因 子 ３  

1 0 人 の 成 功 を 喜 ぶ こ と が で き る ほ う で す 。 - 0 . 7 1 8 - 0 . 2 8 2 0 . 0 5 2

2 0 人 が 話 し て い る と き は 最 後 ま で 聞 く ほ う で す 。 - 0 . 6 2 7 0 . 0 2 5 - 0 . 0 7 6

1 2 み ん な で 決 め た こ と は ， 自 分 の 意 見 が 違 っ て い て も 協 力 す る ほ う で す 。 - 0 . 6 2 3 - 0 . 1 6 7 0 . 0 9 3

8 だ れ か が 困 っ て い る と 手 助 け す る ほ う で す 。 - 0 . 5 7 9 - 0 . 1 8 4 0 . 2 7 2

4 並 ん で 待 た な け れ ば な ら な い と き は 順 番 を 守 る ほ う で す 。 - 0 . 5 5 5 - 0 . 1 5 1 - 0 . 0 8 9

2 8 人 の い や が る こ と は 言 わ な い ほ う で す 。 - 0 . 5 4 7 - 0 . 1 9 1 - 0 . 1 0 5

2 1 失 敗 し て も ま た が ん ば ろ う と 思 う ほ う で す 。 - 0 . 5 3 8 - 0 . 2 8 6 0 . 1 6 3

6 人 の い ろ い ろ な 考 え 方 を 認 め る こ と が で き る ほ う で す 。 - 0 . 5 2 4 - 0 . 0 7 1 0 . 2 2 5

9 学 校 で や る 気 が 出 る ほ う で す 。 - 0 . 5 2 2 - 0 . 0 7 6 0 . 2 8 1

1 7 学 級 の た め に 何 か 役 に 立 つ こ と を し て い る ほ う で す 。 - 0 . 4 5 8 - 0 . 1 4 3 0 . 1 9 6

2 2 友 だ ち の い い と こ ろ に 気 付 く ほ う で す 。 - 0 . 4 5 0 - 0 . 3 1 5 0 . 1 2 8

2 5 努 力 す れ ば た い て い の こ と は 何 と か な る と 思 う ほ う で す 。 - 0 . 4 0 1 - 0 . 3 5 7 0 . 1 5 4

1 6 意 見 を 言 う と き は ， 人 の 意 見 を 聞 い た り ， し ば ら く 考 え た り し て 言 う ほ う で す 。 - 0 . 3 9 6 - 0 . 2 4 5 - 0 . 0 0 6

2 人 の 過 ち （ 失 敗 ） を い つ ま で も 責 め な い ほ う で す 。 - 0 . 3 3 4 - 0 . 1 4 9 0 . 0 7 6

2 4 友 だ ち と う ま く 付 き 合 え る ほ う で す 。 - 0 . 0 9 7 - 0 . 7 2 4 0 . 2 1 8

5 友 人 か ら 好 か れ て い る ほ う で す 。 - 0 . 1 5 0 - 0 . 6 3 1 0 . 1 2 3

1 4 自 分 が 困 っ た と き は 友 だ ち が 助 け て く れ る と 思 い ま す 。 - 0 . 3 8 2 - 0 . 5 5 0 0 . 0 8 4

2 6 ク ラ ス の 人 は だ れ で も 大 切 だ と 思 い ま す 。 - 0 . 4 5 7 - 0 . 5 2 2 - 0 . 1 1 6

1 8 友 だ ち を 信 じ る こ と が で き る ほ う で す 。 - 0 . 3 9 7 - 0 . 4 9 4 0 . 1 1 1

1 5 人 の 意 見 に 賛 成 ・ 反 対 を は っ き り 示 す こ と が で き る ほ う で す 。 - 0 . 0 0 5 - 0 . 0 9 0 0 . 6 1 9

3 仲 間 に 入 れ て ほ し い と き は ,   自 分 か ら 言 え る ほ う で す 。 0 . 0 3 1 - 0 . 3 6 8 0 . 5 3 2

1 3 学 校 で 自 信 を も っ て 取 り 組 め る こ と が あ り ま す 。 - 0 . 3 9 0 - 0 . 1 2 5 0 . 5 2 4

7 自 分 の 気 持 ち （ う れ し い ,  悲 し い な ど ） を 表 情 や 言 葉 に す る こ と が で き る ほ う で す 。 - 0 . 2 0 7 - 0 . 4 1 5 0 . 4 9 1

1 1 人 か ら の 不 合 理 な 要 求 （ い や な こ と ） を 断 る こ と が で き る ほ う で す 。 0 . 1 7 0 0 . 0 8 9 0 . 4 7 5

1 9 授 業 中 に 発 言 を す る ほ う で す 。 - 0 . 2 6 7 - 0 . 1 8 3 0 . 4 6 6

1 自 分 に は 得 意 な こ と が あ る と 思 い ま す 。 - 0 . 3 2 9 - 0 . 0 3 0 0 . 3 7 8

2 7 人 前 で 話 す こ と が 好 き な ほ う で す 。 - 0 . 2 3 2 - 0 . 1 9 4 0 . 3 5 8

2 3 失 敗 を し て も あ ま り 気 に な ら な い ほ う で す 。 - 0 . 0 0 4 - 0 . 0 0 8 0 . 3 1 4

負 荷 量 の 二 乗 和 4. 9 2 1 2 . 7 7 5 2 . 4 4 0

        寄 与 率 1 7 . 5 7 5 9 . 9 1 2 8 . 7 1 6

    累 積 寄 与 率 1 7 . 5 7 5 2 7 . 4 8 7 3 6 . 2 0 3

因　　子　　１ 因  子  ２ 因  子  ３
小 積 極 的 な 自 己 表 現他者を尊重する姿勢良 好 な 友 人 感
中 意 欲 的 で 建 設 的 な 自 己 理 解自 由 な 自 己 表 現他 者 を 尊 重 す る 姿勢

高 友達とのよりよい関係を保つための自己理解良 好 な 友 人 感積 極 的 な 自 己 表 現

コンピタンスの種類 能  力  の  内  容 資料２の項目番号

認知的コンピタンス 知覚や言語など話ができる子どもがもつと考えてよい能力。 1.6.11.16.21.26.31

身体的コンピタンス 運動能力や身体的形態など運動が好きな子がもつと考えてよい能力。 2.7.12.17.22.27.32

社会的コンピタンス 自己開示性や友好性など遊べる子がもつと考えてよい能力。 3.8.13.18.23.28.33

生活的コンピタンス 意志や主体性など意欲のある子がもつと考えてよい能力。 4.9.14.19.24.29.34

総合的自己評価 情緒の安定や自己効力感など笑顔が明るい子がもつと考えてよい能力。 5.10.15.20.25.30.35
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表７ 小：対向因子と有能感の相関係数 表８ 中 対向因子と有能感の相関係数：

表９ 高：対向因子と有能感の相関係数 表10 社会的コンピタンスの内容項目

(4) 本調査結果と考察

本調査の結果から，次のことが分かった。

小・中・高共に， は との相関がある。特に，対人関係を向上対人関係を向上させるための因子 有能感

積極的な自己表現 意欲的で建設的な自己理解 友達とのよりよいさせるための因子１『小 ，中 ，高： ： ：

と有能感との相関が強い。関係を保つための自己理解』

また， は，小・中・高共に の因子の （表対人関係を向上させるための因子 有能感 社会的コンピタンス

10）との相関強い。以上のことから，対人関係を向上させるためには，有能感の中でも社会的コンピタ

ンスを高めることが必要と考えられる。

(5) 実践に向けて

実践に向けての構想を図２に示す。アンケ

ート調査の分析から，対人関係を向上させる

ためには，相関の強い社会的コンピタンスを

高めることが大切である。社会的コンピタン

スは 「自己開示できる。友達と仲良くでき，

。 。」 ，る 友達と協力できる などの能力であり

これは教師の適切な指導で身に付く能力と考

えられる。今回の子どものアンケート調査に

付随して行った教師の自由記述形式のアンケ

ート（資料３）の結果から見ると，自分を表

現しようと思っても恥ずかしくて言えなかっ

たり，適切に表現できなかったりと，対人関

係を向上させるためのスキルを学んでこなか

った子どもの実態が明らかになった。子ども

たちにとって必要なスキルを身に付けさせる

ためには，学校における基本的な単位である

学級集団の中で人とかかわる体験を通して行

うことが効果的であると考える。そこで，今

①スキルトレーニングが可能である，②子図２ 実践の構想図 回は，

どもたちに受け入れられやすい，③教師の活用が比較的容易である，④かなり一般化しているため実践

例も多く取り入れやすい，などの理由から，ソーシャルスキル教育，構成的グループ・エンカウンター

因子１ 因子２ 因子３

認知的コンピタンス 0 .6 0.561 0.338

身体的コンピタンス 0 .561 0.423 0.301

社会的コンピタンス 0.64 0 .607 0 .512

生活的コンピタンス 0 .709 0.443 0.45

総合的自己評価 0 .646 0.659 0.347

　　　　　　　　　対向因子
有能感

因子１ 因子２ 因子３

認知的コンピタンス 0 .558 0.311 0.462

身体的コンピタンス 0 .513 0.516 0.526

社会的コンピタンス 0.743 0 .69 0 .516

生活的コンピタンス 0 .74 0.461 0.394

総合的自己評価 0 .573 0.545 0.543

　　　　　　　　対向因子
有能感

因子１ 因子２ 因子３

認知的コンピタンス 0 .728 0.349 0.317

身体的コンピタンス 0 .535 0.391 0.463

社会的コンピタンス 0.646 0 .549 0 .591

生活的コンピタンス 0 .687 0.504 0.459

総合的自己評価 0 .699 0.451 0.579

　　　　　　　　対向因子
有能感

社会的コンピタンスは、以下の内容項目で表す。〈資料 ２〉

３：ざっくばらんな （ありのままでか くしだてしない ）ほ うです。

８：人の好き嫌いがないほうです。

13：協調的な （わがままばかり言わない ）ほ うです。

18：社交的 （人 との付き合いに積極的 ）なほうです。

28：思いやりがあるほうです。

33：人から好かれやすいほうです。

有
能
感

（社
会
的
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
）

対人関係の向上

対
人
関
係
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
る

た
め
の
教
師
の
支
援

構
成
的
グ
ル
ー
プ
・エ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー

ソ
ー
シ
ャ
ル　　
　

ス
キ
ル
教
育

有
能
感

（社
会
的
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
）

対人関係の向上

対
人
関
係
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
る

た
め
の
教
師
の
支
援

構
成
的
グ
ル
ー
プ
・エ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー

ソ
ー
シ
ャ
ル　　
　

ス
キ
ル
教
育



- 7 -

を行い，子どもの対人関係を向上させるためのスキルトレーニングを実践した。

表11 ソーシャルスキル教育の流れソーシャルスキル教育は，表11の流れのように対

人関係を向上させるに当たって不足している知識

を学び不適切な行動を改善し，より社会的に望ま

しい行動を獲得していくためのトレーニングを学

校教育の中で行うものである。学校では，モデリ

ングをする対象が身近にいるということ，問題と

する対人場面を子どもたちにとってより身近で把

握しやすいものに設定できるということ，評価が

日常的に行えるということなど，取り入れやすい

面が多い。特に，小学校段階では，教えるという効果が期待できると考える。

表12 構成的グループ・エンカウンターの流れ

は，表12の構成的グループ・エンカウンター

流れのように特定のエクササイズ（課題）を遂

行しながら，自己理解・他者理解などをねらい

とするものである。子ども同士，あるいは子ど

もと教師の間のコミュニケーションを円滑にす

るのに有効である。一連の流れの中には，自己

開示性や友好性を発揮する場面が随所にある。

エクササイズが豊富なため，子どもの実態に合

わせて指導内容の計画が行える。集団へのかか

わりの方法として広く活用されている。

対人関係を向上させるための因子１を具体的な実践につなげるには，以下の図３のようにアンケート

や教師の観察によってクラスの実態つかみ，子どもたちにとって必要な対人関係スキルを具体的に考え

て行った。

図３ 実践までの手立て

1　ねらいと内容の説明
　　ねらいは，子どもにとって分かりやすい具体的なものにする。
２　ウォーミングアップ

　　心身の準備運動で，雰囲気を盛り上げる。
３　ウォーミングアップに対する教師のフィードバック

　　教師による，ウォーミングアップへの簡単な振り返り。
４　インストラクション
　　エクササイズのねらい，内容やルールを説明する。子どもに分かりやすい

　　ように教師が演示する。

５　エクササイズの実施
　　ルールが守られているかを確認しながら，グループを回って援助する。

６　シェアリング
　　エクササイズを振り返り，気付いたことや感じたこと，考えたことを分かち合

　　う。振り返り用紙を使いシェアリングする。

７　まとめ

　　教師からのフィードバック

対人関係を向上させるための因子 クラスの実態 教 師 の 支 援

因子１ 積極的な自己表現 ソーシャルスキル教育： ・友達のアンケート

小 ・対人関係の力の ・あたたかい言葉かけ

学 因子２：他者を尊敬する姿勢 アンケート ・仲間の入り方

校 ・教師の観察 ・上手な断り方

因子３：良好な友人感

因子１ 意欲的で建設的な 構成的グループ・エンカウンター： ・自己肯定度

中 インベントリー ・エゴグラム「自分探し 」自己理解 」

学 因子２：自由な自己表現 ・教師の観察 ・ロールプレイ

校 「心のキャッチボール」

因子３：他者を尊重する姿勢

因子１ 友達とのよりよい関係 構成的グループ・エンカウンター： ・自己肯定度

高 インベントリー ・ねえどっちがいい（自己理解）を保つための自己理解

因子２：良好な友人感 ・教師の観察 ・マインドマップづくり(他者理解)

校 ・共同絵画（協調）

因子３：積極的な自己表現

１ インストラクション

重要性に気付かせながら言葉でスキルを教える。

２ モデリング

スキルの見本を見せてまねさせる。

３ リハーサル

頭の中や実際の行動で何回も繰り返す。

４ フィードバック

やってみたことを誉めたり修正して，やる気を高める。

５ 定着化

練習したスキルを実際の場面で使えるように促す。
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(6) 小学校：ソーシャルスキル教育を用いた実践

ア クラスの実態

このクラスの児童は小学４年生，男子19名，女子20名，計39名で構成されている。明るく活発な子ど

もが多く，授業中もその他の活動にもほとんどの子どもが意欲的に参加している。また，しなければな

らないことや善悪の判断など頭では十分理解しているが，時として，友達と仲良くしなければならない

と思いつつ，衝動的にけんかや口論をしてしまうなど適切な自己表現ができていない子どもが多いと感

表13 友達についてのアンケートじている。

友人関係の中での自己表現の意識を詳しく見る

( )ために「友達についてのアンケート」 表13

（9/12実施）をクラスで実施した。積極的な回答

(｢とても」と回答した人数）は「友達が困って

いたら助ける」１名，「友達を誘う」13名，「自

分がいやならば友達の頼みでも断る」４名と，相

手の意見を尊重したり，相手の立場を考えながら

自分の意見や思いをきちんと伝えたりするスキル

が十分に身に付いていないことが分かった。

そこで，積極的な自己表現をはぐくむためにソ

ーシャルスキル教育を実施することにした。

表14 目指すソーシャルスキル

スキルトレーニング アンケート

の該当番号

1・2・3あたたかい言葉をかける

18・33仲間に入る

22頼み事を断る

（庄司一子「ソーシャル尺度」参照）

イ ソーシャルスキル教育の実際

小学生の対人関係を向上させるために最も影響をもつ因子である「積極的な自己表現」を身に付け

①させることを目的として，自己表現に関するスキルトレーニングを実施した。そのエクササイズ，

あたたかい言葉をかけるスキルトレーニング，②仲間に入るスキルトレーニング，③不当な要求など

を取り入れた。 は「対人関係」のアンケート項目８番［だれかの頼み事を断るスキルトレーニング ①

が困っていると手助けするほうです］ は「対人関係」のアンケート項目３番［仲間に入れてほし，②

いときは，自分から言えるほうです］， は「対人関係」のアンケート項目11番［人からの不合理な③

要求を断ることができるほうです］，15番［人の意見に賛成・反対をはっきり示すことができるほう

です］にそれぞれ視点をおいて取り組んだ。また，以下のような支援のポイントを明確にして，９月

～11月に実施した。

９月：クラスの雰囲気ができつつあり，体育大会にかかわるいろいろな活動を通して，盛り上がり

とまとまりを見せる中，様々な対人関係のトラブルや葛藤が生じがちである。そこで，互いを認め，

あたたかい言葉をかけるスキル思いやりや共感的なかかわりの大切さを改めて意識させたいと考え，

に取り組んだ。トレーニング

10月：いろいろな作品展への出品を目指して，作品制作に熱中する個々のがんばりが見られる中，

修学旅行を控えて，グループづくりがクラス内の話題となり，対人関係の動きが活発になる。そこで，

仲間に入受容的な人間関係を体験させ，各々が自分の意思を伝えやすくできるようにしたいと考え，

に取り組んだ。るスキルトレーニング

　つぎの１から36までのことについて、自分にあてはまると思うところに○をつけてください。
　他人からどう見られているかではなく、あなたが自分をどう思うかを答えてください。

４→とてもそう思う（いつもしている），　　３→わりにそう思う（ときどきしている）
２→あまり思わない（あまりしていない），　１→まったく思わない（ぜんぜんしていない）

１．友だちがこまっていたらたすける。 4 － 3－ 2－ 1
２．友だちが一人でさびしそうなときは、声をかける。　　　　  　　  　  4 － 3－ 2－ 1
３．友だちが何かをうまくしたときは、「じょうずだね」などとほめる。　    4 － 3－ 2－ 1
４．友だちが遊びに入れてほしいと言ってきたら、「うん、いいよ。 4 － 3－ 2－ 1
　　いっしょに遊ぼう。」と答える。　　　　　　　　　     　　　　   　 　    　
５．友だちが失敗すると、はげましたりなぐさめたりする。　　　　   　 　　 4 － 3－ 2－ 1
６．友だちに「ありがとう」と感謝の気持ちを言う。　　　　　　   　　　   　 4－ 3－ 2－ 1
７．友だちに何かをたのまれると、こころよくひきうける。　　　　    　　 4 － 3－ 2－ 1
８．友だちの話には「うんうん」と言いながらよく聞く。　　　　　　      　　 4 － 3－ 2－ 1
９．話したいことがあっても、友だちの話を終わりまで聞いてから話す。 4 － 3－ 2－ 1
10. あまりしたしくない人と話をするときは、相手に話をあわせる。　　 　 4 － 3－ 2－ 1
11. 自分にも悪いところがあると思ったら、「ごめんね」などとあやまる。 4 － 3－ 2－ 1
12. 自分の意見とちがっていても、みんなで決めたことにはしたがう。　 4 － 3－ 2－ 1
13. こんなことを言ったら相手に悪い、と思うことは言わないようにする。 4－ 3－ 2－ 1
14. 自分が友だちからしてもらいたいことを、友だちにしてあげる。　　 4 － 3－ 2－ 1
15. 友だちに何かをしてもらったら、おかえしに何かをしてあげる。　　　 4－ 3－ 2－ 1
16. 友だちに会ったら、自分からあいさつをする。　　　　　　　　　　　  4 － 3－ 2－ 1
17. 友だちと話をしているときには、じょうだんなどを言って、話がはず 4 － 3－ 2－ 1
　　むようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　
18. 自分から友だちを遊びにさそう。　　　　　　　　　　　　　　　　         4 － 3－ 2－ 1
19. 友だちと話すときは、話したいことがたくさんある。　　　　　　   　 　 4 － 3－ 2－ 1
20. 友だちと話したいときは、自分から声をかける。　　　　　　   　　　　 4 － 3－ 2－ 1
21. 話のとちゅうでだまってしまったら、自分のほうから話す。　　  　 　 4 － 3－ 2－ 1
22. 自分がいやならば、友だちのたのみでもことわる。　　　　　 　　　　 4 － 3－ 2－ 1
23. 友だちがよくないことをしていたら、注意する。　　　　　　　　      　 4 － 3－ 2－ 1
24. 友だちがめいわくなことをしたら、やめるように言う。　　　　　　     4 － 3－ 2－ 1
25. 相手と意見がちがっていても、自分の意見を言う。　　　　　　　　 　 4 － 3－ 2－ 1
26. こまったとき、友だちに「手伝ってほしい」とお願いする。　　　     　 4 － 3－ 2－ 1
27. 友だちが失敗すると、ついわらってしまう。　　　　　　　　      　　 　 4 － 3－ 2－ 1
28. 友だちが本を読んでいるとき、おもしろいことがあれば、ついさわい
　　で、友だちのじゃまをしてしまう。　　　　　　　　　　　　　　           　 4 － 3－ 2－ 1
29. ほかの友だちのいるところで、なかのよい友だちと、ないしょ話をす
　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　　 　 4 － 3－ 2－ 1
30. 友だちを「ばか」などとけなす。　　　　　　　　　　　　　　　        　 4 － 3－ 2－ 1
31. 友だちの前で、自分のとくいなことをじまんする。　　　　　 　　   　 4－ 3－ 2－ 1
32. 友だちとのやくそくを守らない。　　　　　　　　　　　　　　　　　        4 － 3－ 2－ 1
33. 友だちが遊びにいれてほしいと言ってきても、ことわる。　　　　　　 4 － 3－ 2－ 1
34. 友だちがこまっていても、ついそのまま見すごしてしまう。　　　　 　 4 － 3－ 2－ 1
35. 友だちから何かたのまれたとき、ことわる。　　　　　　　　    　　　　 4 － 3－ 2－ 1
36. 友だちのことは気にせず、自分がしたいことはする。　　　　　　   　 4 － 3－ 2－ 1
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11月：行事に追われることも少なくなり，学習に集中できる時期である。一方で，教師の出張が増える

中，担任不在のクラスではルールを守らなかったり，自分勝手な行動をとる児童が見られたりするなど，

対人関係にあつれきが生じがちである。そこで，不当な要求を断ったり，良くない誘いや行動をとる友達

不当な要求などの頼み事を断るスに注意するなど，積極的に主張することの正当性を学ばせたいと考え，

に取り組んだ。キルトレーニング

取り組んだ内容は『ソーシャルスキル教育で子どもが変わる』 から，それぞれねらいを達成するスキ（２）

ルトレーニングを選び，実施した。

表15 全体計画
身に付けさせたいスキル ね ら い 内 容

あたたかい言葉とは何かを知り， 「相手の様子」＋「感情語」の基本型あたたかい言葉をかける

あたたかい言葉をかけられる体験を を理解し，いろいろな場面を想定して役

（9／12・水：教室で実施) 通して，その良さを味わう。 割演技を行う。

受容的な人間関係を体験し，自分 「相手に近づく」「相手をきちんと見仲間に入る

の意思を伝えやすくする。また友達 る」「聞こえる声で言う」「笑顔で言

(10/22・火：教室で実施) が仲間に入りたがっている気持ちを う」の基本型を理解し，心を伝える話し

理解する。 方の練習をする。

自分の意思をはっきり伝え，相手 「謝罪」「断る理由」「断りの表明」頼み事を断る

を傷つけない断り方，断っても友達 「代わりの意見」の基本型を理解し，い

(11/7・水：教室で実施) でいられるような断り方とその正当 ろいろな場面を想定して役割演技を行

性を学ぶ。 う。

表16に１時間の活動例を表す。場面設定ごとに教師の指示，児童の反応，教師の支援を示す。この活動

は他者を受容し，自分の意思を相手に伝えることをねらいとした というスキルトレーニングで仲間に入る

ある。他の２つのスキルトレーニングも同じ流れで行った。

表16 活動例：「仲間に入る」
場 面 教 師 の 指 示 児 童 の 反 応 留 意 点（教師の支援）
インストラ ○楽しく遊んでいる友達の仲間 ・子どもたちが意見を言いや・入れてほしかったけど，言え
クション に入りたかったけど，入れな すいように，「ちょっと辛なくておもしろくなかった。
（教師の説 かった経験はありませんか。 い人もいるかもしれないけ・「入れて」と何度も言ったけ
明） また，その時どんな気持ちで れど，…」と気持ちに寄りど，入れてくれなかった。と

したか。 添いながら，聞く。てもくやしかった。
・「入れて」と頼む。

○仲間に入るにはどのようにし ・今まで経験した中で，うま・大声で頼む。
たらよいか考えてみましょう くいったことを思い出して・言いやすい子に頼む。

みるよう促す。
モデリング ○「言葉かけ」と「行動」にま ・子どもの考えたやり方を分・走って行ったので気持ちが伝
（教師の模 とめることができるようです かりやすく表現する。わっていいと思う。

・もう少し大きな声で言わない範演技） ね。
と相手に伝わらないと思う。○みんなの考えたやり方でやっ

てみますので，よかったとこ
ろや直した方がよいところが
あったら，教えてください。

リハーサル ○グループで仲間に入る練習を ・グループの中で，仲間に入
しましょう。仲間に入る役を る役をできそうにない子ど
全員ができるように，交代で ものそばについて，様子を
やってみましょう。 みる。

フィードバ ○仲間に入れたとき，どんな気 ・まず，子どもの気持ちを大・うれしかった。
ッグ 持ちでしたか。 切にする。・仲良く遊ぼうと思った。

・次に言葉をかけるタイミン・自分が頼まれたときも入れて
○仲間に入るときは，「言葉か グの大切さに気付かせる。あげようと思った。
け」や「行動」が大切です。
これからの生活に生かしてい
きましょう。

ウ 結果と考察

スキルトレーニングを３回実施した後「友達についてのアンケート」を取り（11/7），実施前と後で比

（ ）。較したところ，児童の意識面で以下の変容がみられた 図４

(ｱ) あたたかい言葉をかける

「友達が困っていたら助ける」など，３項目すべてでとてもそう思う，わりとそう思うの割合が増加

した。
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(ｲ) 仲間に入る

「自分から友達を遊びに誘う」の項目でとても

そう思う，わりとそう思うの割合が増加した。ま

た，「友達が遊びに入れてほしいと言ってきても

断る」の項目で，断る割合が減少し，遊びに入れ

てあげる割合が増加した。

(ｳ) 頼み事を断る

「自分がいやならば友達の頼みでも断る」の項

目でとてもそう思う，わりとそう思うの割合が増

加したのは，不当な要求をなどの頼み事を断るス

キルトレーニングをした後であったためである。

スキルトレーニングを実施した後，アンケートの結

果から友達の気持ちを理解し接していこうとするとと

もに自分の意思を伝えることも大切であるという意識

が高まり，子どもたちの対人関係が向上したと思われ

る。

また，教師の観察において，話合い場面における意

見集約の際，自分の意見を言い通してきた子どもが友

達の意見を聞くようになるなどの "寄り添い”や，学

習場面において，互いに教え合おうとするなどの "学

び合い" の様子が見られるようになった。

さらに，自己中心的な言動をとる子に対する注意や

改善の要求，集団の利益を守ろうとする言動の増加な

ど，いわゆる "自浄力" が高まってきたように感じら

れる。これらの児童の変容はソーシャルスキル教育を

用いた教師の支援がきっかけになったと考えられる。

図４ 「友達についてのアンケート」結果の比較今後も，その場の状況を的確に判断し，「積極的な自

己表現」ができるようにエクササイズを工夫しながら実践を積み重ねていくことが大切である。

(7) 中学校：構成的グループ・エンカウンターを用いた実践

ア クラスの実態

このクラスの生徒は中学２年生，男子17名，女子19名，計36名で構成されている。男女とも積極的に

発言する生徒が多く，明るい雰囲気の中で活発に学習できる学級である。このクラスの対人関係を見る

ために，自己肯定度インベントリー 資料４ を用い，学級の生徒が抱く自己肯定感（有能感）を調べ（ ）

（ ） 17 ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘｰ ｱﾝｹｰﾄ( )てみる 表17 と，「私はクラスのみんなの前 表 自己肯定度 による事前 項目別

では大変話しにくいです」が13名 (36％)と少

なく，「私はふつうものごとをくよくよ悩み

ません 」が22名（61％）と多く，このことか

らクラスに明るい雰囲気が感じられる。一方

で，「私は同じ年ごろの人たちに人気があります」8名（22％),「ときどき自分がいやになることがあ

ります」25名（69％），「学校でときどきやる気をなくしてしまいます」19名（53％）など有能感が低

い項目も多く見られる。対人関係を向上させるための因子と有能感の相関があることから，有能感を高

めるためには，中学校では因子１の「意欲的で建設的な自己理解」を深めることが求められる。そこで，

「あたたかいことばをかける」に関連した項目

１　友達がこまっていたらたすける。

２　友だちがひとりでさびしそうなときは、声をかける。

３ 友だちが何かをうまくしたときは、「じょうずだね」などとほめる。

「仲間に入る」に関連した項目
18 自分から友だちを遊びにさそう。

33　友だちが遊びに入れてほしいと言ってきても、断る。

　上 段 ： 事 前
　下 段 ： 事 後

0% 20% 40% 60% 80% 100%
とても わりと あまり まったく

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「頼みごとを断る」に関連しての項目
22　自分が嫌ならば、友だちの頼みでも断る。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

項目 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
１３ １３ ２４ １６ １９ ２１ １０ ８ ２２ ７ ７ ２５ １４人数

％ 36.0 36.0 33.0 44.0 53.0 58.0 28.0 22.0 61.0 19.0 19.0 69.0 39.0
項目 １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５
１５ １３ １６ １７ ２４ １７ ２０ １６ １０ １９ ２２ ２１人数

％ 42.0 36.0 44.0 53.0 67.0 47.0 56.0 44.0 28.0 53.0 61.0 58.0

10/19実施：３６名



11

自己理解を深めるための構成的グループ・エンカウンターのエクササイズを実施することにした。

イ 構成的グループ・エンカウンターの実際

「意欲的で建設的な自己理解」を深めるために，エゴグラムとロールプレイを用いたエクササイズに取

り組んだ。実施したエクササイズとそのねらい，内容を表18に示す。

表18 実施したエクササイズ
エクササイズ ね ら い 内 容

今の自分自身の心の状態を知り，「今 人間の中の“３つの私と５つのこころ”にエゴグラム
の自分」と「将来こうなりたい自分」を ついて，各自がエゴグラムチェックリストを「自分探し」
比較し，自分の傾向で大切にしたい部分 用い，自己採点をし，自分の心の働きを確認〔10/22実施〕
や変えてみたい部分に気付く。そして， する。次に「将来こうなりたい」と思う自分
意欲的に取り組むための自分の在り方に を同じようにエゴグラムチェックリストに記参照 で学級が変わる:｢ｴﾝｶｳﾝﾀｰ ｣
ついて理解を進める。 入し，自己採点し，前者と比較する。國分康孝監修 図書文化( )
プラスの言葉かけとマイナスの言葉か ①平行交流：やりとりがうまく運ぶ交流，ロールプレイ
けについて理解し，プラスの言葉かけの ②交差交流：やりとりがうまく進まない交流「心のキャッチ
交換が望ましい人間関係づくりに役立つ ③隠れた交流：言葉の裏に別の言いたいことボール」
ことを知り，いろいろな場面を想定し役 が隠れているやりとりを理解し，３つのタイ〔11/5実施〕
割演技することで級友とのつながりにつ プのやりとりから人間関係を良くしたり，悪参照 わたしってどんな人:｢ ?｣
いて考え，建設的な自己理解を進める。 くしたりする事例について役割演技を行う。杉田峰康著 学習研究社( )

・「自分探し」のエクササイズ後の感想では，「エゴグラムをとることでどうしてこんなに自分が分かる

のかと思ってしまった」とか，「自分が思っている心の状態が出てきて当たっていると思った」という

感想を聞くことができた。

・「心のキャッチボール」のエクササイズでやりとりがうまく進まない交流場面では，「こんなことふつ

うの生活の中にあるよね」とか，隠れた交流場面では，言っていることと思っていることが違うことに，

「こんなふうに思う人もいるのか」という感想をもった生徒もいた。

ウ 結果と考察

(ｱ) エクササイズ実践後のクラスの変容

クラス全体の有能感の変容を見るために，自己肯定度インベントリーを用い調べてみた。

自己肯定度インベントリーの整理の仕方 資料５ に従って比較したのが表19で，一つ一つの項目に（ ）

ついて比較したのが表20である。

表19 自己肯定度インベントリーでみるクラスの事前事後の比較（単位は％）

全 体 一般自己 仲間関係の自己 家庭での自己 学校での自己
事 前 ５４．１ ５４．２ ４３．１ ６１．１ ５４．６
事 後 ５８．３ ５９．０ ４９．３ ６４．９ ５７．４

（事前：10/19．36名実施。事後：11/6．36名実施）

エクササイズ実施後の有能感は，全体で4.2ポイント，一般自己で4.8ポイント，仲間関係の自己で

20 ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘｰ ｱﾝｹｰﾄ( )6.2ポイント，家庭での自己で3.8ポイント， 表 自己肯定度 による事後 項目別

学校での自己で2.8ポイント上昇した。この

ことから自己理解を深めるためのエクササイ

ズを実践することで有能感が高まることが分

かった。実際，教師の観察においても今まで

あまりかかわりをもたなかった友達との距離が縮まり，自分から近づいていこうとする様子が見られる

ようになった。

(ｲ) 抽出児Ａ子（学級で孤立しがちな生徒）の実践 〈エゴグラムを通して〉

ａ Ａ子が抱えている課題

クラスの中ではいつでも一人で行動し，自分から級友に話しかけることは少ない。また，自分が感

じていることや思っていることを表面に出すことが少なく，Ａ子の考えが相手に伝わらない様子が見

項目 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
９ １４ ２１ １６ ２３ １９ １０ ９ ２４ ６ ８ ２５ １３人数

％ 25.0 39.0 58.0 44.0 64.0 53.0 28.0 25.0 67.0 17.0 22.0 69.0 36.0
項目 １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５
１７ １１ １４ １５ ２１ １７ ２２ １４ ９ １７ ２６ ２３人数
％ 47.0 31.0 39.0 42.0 58.0 47.0 61.0 39.0 25.0 47.0 72.0 64.0

11/６実施：３６名
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られる。このように対人関係がうまくとれないと思われるＡ子に「意欲的で建設的な自己理解」を深

めるために実践したエクササイズが，どのような効果があるかを考察してみた。

表21 自己肯定度インベントリーでみるＡ子の事前事後の比較（単位は点数）

全 体(25) 一般自己(12) (4) (6) (3)仲間関係の自己 家庭での自己 学校での自己
事 前 ７ １ １ ５ ０
事 後 ８ ２ １ ５ ０

ｂ Ａ子の変容

エゴグラムの結果 図５ から，Ａ子はＮＰ（養育的な優しい（ ）

心）が高く思いやりが非常にあることが分かった。しかし，ＦＣ

（行動的で伸び伸びした心）が低く，ＡＣ（人に合わせる消極的

な心）がやや高い結果となった。エゴグラムの結果について善し

あしを見る目的ではないことを確認した上で，「将来こうなりた

い自分」について話を聞くと，「もっと自由に友達の前で振る舞

えるようになりたい」とＦＣの上昇を望んでいるようであった。

図５ Ａ子のエゴグラムそこで今の自分を知ることの大切さと同時に，どんなふうになる

と今より友達の中で過ごしやすくなるだろうと問いかけてみた。エクササイズ後の感想 図６ では，（ ）

「今までは少し消極的な部分があった。もっと自分から積極的にアピールしたり，自分の思いを伝える

ようにしたい」という積極的な決意が見られ

るようになった。自己肯定度インベントリー

表21 で見る変容はわずかではあるが，エ（ ）

ゴグラムを活用したエクササイズを行ったこ

とで，自分自身に気付き，自分が望む姿をイ

メージでき，自分自身を肯定的に受け止めて

いけるようになった。エクササイズ後，友達

と積極的にかかわろうとする姿勢が見られる

ようになってきた。

エゴグラムは，自分の自我（心の状態）を見るもの＊
である。自我の状態を５つの機能に分け，個人のエネ

ルギーの配分の程度を見ることができ，パターン化さ

れ解釈できるので比較的に容易に用いることができる｡

CP;良心的で厳しい心 NP;養育的な優しい心 A;理性的

で冷静な心 FC;行動的で伸び伸びとした心 AC;人に合

図６ Ａ子の感想わせる消極的な心

(ｳ) 抽出児Ｂ男（自己中心的な生徒）の実践 〈ロールプレイを通して〉

ａ Ｂ男が抱えている課題

Ｂ男はクラスでは成績も上位で学習態度もまじめであるが，掃除など学級の係活動等はさぼりがちで

級友からの信頼はあまりない。また，自分の思いどおりにならないと取組をやめてしまうことがあり，

班活動でもみんなと協力して行うことは少ない。そのため，このように自己中心的な行動が原因で級友

とうまくいかないことがよくある。そこで，Ｂ男に「意欲的で建設的な自己理解」を深めるために実践

したエクササイズが，どのような効果があるかを考察してみた。

表22 自己肯定度インベントリーでみるＢ男の事前事後の比較（単位は点数）
全 体 (25) 一般自己(12) (4) (6) (3)仲間関係の自己 家庭での自己 学校での自己

事 前 １０ ３ １ ６ ０
事 後 １２ ５ ２ ３ ２

ｂ Ｂ男の変容

「心のキャッチボール」では，役割演技を活用したことで，Ｂ男の興味・関心を高めることができた。

やりとりがうまくいく交流とうまくいかない交流を体験する様子を見守り，二つの違いをどう感じたか

0

2

4

6

8
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14

16

18

ＣＰ ＮＰ Ａ ＦＣ ＡＣ

現在の自分

理想の自分
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その時の自分の気持ちに気付いてほしいことを伝えた。Ｂ男はエクササイズ後の感想 図７ に，「自（ ）

分の気分によって，相手に対して話し方が違うことが分かった。今まで声をかけていなかった級友にも

“おはよう”（小さなプラスのストローク）と，声をかけるようにしたい」などと書いており，自分の

気持ち次第で友達に対して違う態度で接していたことや今までの自分の行動を振り返り，自分の中にあ

る偏見に気付いているＢ男がいる。また，自己肯定度インベントリー 表22 の一般自己が２点，仲間（ ）

関係の自己が１点，学校での自己が２点，エクササイズの実施後にそれぞれ増えた。それはロールプレ

イを体験したことで，自分の言動が友達にどの

ように影響するのかを認識でき，友達同士のロ

ールプレイを見ることで，お互いの反応でどの

ような心の交流が行われるのかを理解できたか

らであろう。この体験を通してＢ男なりの対人

図７ Ｂ男のふりかえりカード関係の在り方を考えるきっかけになったと思わ

れる。

このように気になる子の今の状態を知って，その子にとって有効なエクササイズを通した援助の手立

てをとれば，「意欲的で建設的な自己理解」を深めることができ，クラス全体の変容を期待できる。

(8) 高等学校：構成的グループ・エンカウンターを用いた実践

ア クラスの実態

このクラスは男子36名，女子２名，計38名である。元気があり，時々トラブルを起こす生徒もいるが

授業中などは静かでけじめがあり，全体的にどの生徒もまじめな学校生活を送っている。ただ，生徒の

様子を見ていると，周りを気にしながら自分を友達に合わせようとする姿勢がよく見かけられる反面，

クラス全体で何かをしようとしてもまとまろうとする姿勢に欠けていると感じる。何となく周りに合わ

せる。しかし，お互いが強く干渉しないなど積極的に友達とかかわっていこうとする姿勢が不足してい

るようである。クラスの子どもの対人関係を詳しく見るために実施した自己肯定度インベントリー 表（

23 の結果からも，「もしできるなら自分自身について変えたいところがたくさんあります」22名(65）

％），「私は同じ年ごろの人たちに人気があります」６名（17％），「時々自分がいやになることがあ

23 ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘｰ ｱﾝｹｰﾄ( )ります」27名（80％）と有能感が低いことが分 表 自己肯定度 による事前 項目別

かった。対人関係を向上させるための因子は有

能感との相関が見られたことから，高等学校で

は対人関係を向上させるための因子１である

「友達とのよりよい関係を保つための自己理

解」を深めることが大切と考え，構成的グループ・エンカウンターを使って実践を行うことにした。

実施に当たっては，生徒が構成的グループ・エンカウンターに全くなじみがないことから，以下の３

点に留意して実施した。

① エクササイズの内容は生徒にとって無理がなく，抵抗の少ないものを選ぶ。

② 「友達とのよりよい関係を保つための自己理解」を深めるためには，「自己を尊重しつつ，他者を

思いやれる」ようになることをねらいとしたエクササイズを選び，実施することにした。

③ 文化祭などの学校行事が続く時期は，生徒が心理的余裕をもてるように，無理のない時間の確保に

配慮した。

イ 構成的グループ・エンカウンターの実際

「友達とのよりよい関係を保つための自己理解」を深めるために，次のエクササイズに取り組んだ。

実施したエクササイズとそのねらい，内容を表24に示す。

表24 実施したエクササイズ
エクササイズ ね ら い 内 容

項目 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
１７ １７ ２２ １０ １３ １３ １４ ６ ２２ ５ ６ ２７ １７人数

％ 50.0 50.0 65.0 29.0 38.0 39.0 42.0 17.0 64.0 15.0 18.0 80.0 50.0
項目 １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５
１４ １２ １０ ９ ２２ １８ ２１ １６ １２ ２３ １４ １３人数

％ 41.0 36.0 30.0 27.0 65.0 52.0 61.0 48.0 36.0 68.0 41.0 38.0
9/20実施：３４名
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マインドマップつくり ワークシートに書かれた言葉から連想他者との発想の違いを発見する
( 9/29・土：実施) る。 するものを書き出す。ことで，他者認識を深め
ねえどっちがいい ワークシートに書かれた２つのものか二者択一を通して自分の価値観を明

ら自分の好きなものを選び相手とその確にし，友だちのいろいろな考え方
(10/ 6・土：実施) 理由を紹介し合う。に触れ，他者との違いに気付く。
共同絵画 相手の気持ちを察しながら， ４人グループで無言で絵（線・三角・

協力し合う。 丸・四角）を順に描き，一巡した後，
(11/ 8・木：実施) 互いに付け加えをしていく。
聞いてもらえる喜び 話し手と聞き手になり，聞かない振り自分への気付きを深めるとともに，
(11/22・木：実施) と十分に話を聞くことを交互に行う。他人の気持ちを体験的に理解する。

参照：ｴﾝｶｳﾝﾀｰ ｼｮｰﾄｴｸｻｻｲｽﾞ ｴﾝｶｳﾝﾀｰ ( )で学級が変わる 集・ で学級が変わる高等学校編 國分康孝編 図書文化

《活動の様子》

実施するときに，生徒たちが自分を素直に出せるようにグループを自主的に作らせたので，クラス

全体が違和感のない雰囲気となり，どのエクササイズも生徒たちは興味をもって取り組んだ。ただ，

初めてエクササイズに参加した生徒ばかりなので抵抗を示す生徒もいたが，「決して無理をしないよ

うに」「自分のペースで行うように」などの声かけを随時行っていくことで，全員が４つのエクササ

イズに参加することができた。特にシェアリングには十分時間をとり，自分の気持ちを大切にするこ

とと，相手の話を真剣に聞き，そのまま決して批判することなく相手の気持ちや考えを大切に扱うこ

とを生徒に分かってもらえるように説明をしながら，エクササイズを行っていった。「共同絵画」の

エクササイズ後のシェアリングで出た感想 表25 から，友達とかかわる中での自分の気持ちの変化（ ）

に気付いている生徒がいることが分かる。それは，その子にとって自己理解の深まりにつながったと

考えられる。

表25 「共同絵画」のシェアリングの感想
生 徒 の 感 想 教 師 の 支 援（言葉かけ）

・意外と楽に自分を表現することができた。 ・自分の気持ちに焦点を当てて，できるだけ
・友達が描いた後にどんなものを描けばいいか 素直に自分の気持ちを語る。
戸惑う自分に気付いた。 ・私は～と思うと私メッセージで話す。
・出来上がったときはグループみんなで協力し ・友達の感想はありのまま受け止め，批判し
合えてとてもうれしかった。 ない。

ウ 結果と考察

クラス全体の対人関係の変容を見るために，自己肯定度インベントリーを用いた。

（ ） 26 ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘｰ ｱﾝｹｰﾄ( )項目別の自己肯定度インベントリー 表26 表 自己肯定度 による事後 項目別

の事後の変容を見ると「私は同じ年ごろの人

たちに人気があります」が17％から31％と増

し，「ときどきいやになることがあります」

が80％から74％と減少している。

表27 自己肯定度インベントリーでみるクラスの事前事後の比較（単位は％）
全体（25） 一般自己(12) (4) (6) (3)仲間関係の自己 家庭での自己 学校での自己

事 前 ５２ ４７ ４０ ６９ ５３
事 後 ５７ ５１ ４８ ７４ ５７

（事前：9/20.34名実施。事後：12/1.35名実施）

また，エクササイズ実施後の有能感 表27 は，全体で５ポイント，一般自己で４ポイント，仲間（ ）

関係の自己で８ポイント，家庭での自己で５ポイント，学校での自己で４ポイントそれぞれ上昇した。

特に，仲間関係の自己の得点の上昇は，学級における友達づきあいの面で有能感が高まったと言える。

行動面から見ても，友達によく声をかける様子が見られるようになり，友達とのよりよい関係を保つ

自分を意識するきっかけとなったと思われ，有能感が高まったことが分かる。

７ 研究のまとめと今後の課題

(1) 研究のまとめ

子どもの対人関係を向上させるための教師の効果的な支援の在り方を探ることをねらいとして，２年

間にわたって調査研究及び小・中・高において実践を行った。調査分析の結果から，対人関係を向上さ

項目 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
１９ １２ ２５ ７ １９ １３ １６ １１ ２５ ４ ７ ２６ １３人数

％ 54.0 34.0 71.0 20.0 54.0 37.0 46.0 31.0 71.0 11.0 20.0 74.0 37.0
項目 １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５
１３ １２ ９ １３ ２０ １６ ２４ １０ ７ ２２ １７ ２１人数

％ 37.0 34.0 26.0 37.0 57.0 46.0 69.0 29.0 20.0 63.0 49.0 60.0
12/ 1実施：３５名
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せるための因子と有能感とは相関が高いことが分かった。したがって，対人関係を向上させるには，小

・中・高でそれぞれその因子１である「積極的な自己表現」「意欲的で建設的な自己理解」「友達とよ

りよい関係を保つための自己理解」を高められるように，教師が意図的・計画的に社会的コンピタンス

の「自己開示できる能力」「友達と仲良くできる能力」「友達と協力できる能力」をスキルトレーニン

グとして仕組んでいくことが有効であることも分かった。

今回の研究を通して，対人関係を向上させるためには，上記のような因子１を高める取組を行うこと

が大切であるが，具体的な支援を行う場合，効果的な支援となるには，特に以下の３点のことが重要で

あることが分かった。

○ エクササイズを選定する場合には，クラスの実態を詳しく知ることが大切であり，調査用紙を利用す

ることが有効である。今回使用した「友達についてのアンケート」「自己肯定度インベントリー」はそ

れぞれ広く利用されているアンケートであるが，子どもの友達に対する意識や有能感を調べるために有

効であった。

○ 調査用紙の分析を基に，学級全体の実態を知ることと，一人一人の子どもの実態を把握することが大

切である。エクササイズを実施する場合，自分の気持ちをうまく表現できそうにない子どもや，自己を

大切にできていない子どもなど配慮を要する子どもに対しては，実施前にエクササイズの中でその子ど

もが自分自身を素直に表現できるような声かけやかかわりなど適切な援助ができるようにしておくこと

が求められる。また，配慮を要する子どもに対してはエクササイズを行っている時間内だけでなく，実

施後の変化にも特に注意を払う必要がある。

○ エクササイズを実践するに当たっては，教師は子どもの様子に注意を払いながら進めることが求めら

れるが，そのためにも子どもが自分の気持ちをありのまま表現できるように「記録カード」を工夫し，

実践するたびに一人一人の変容を確かめていくことが必要である。

この３点について常に配慮しながら，教師が学級の実態に合わせたエクササイズを意図的・計画的に

実施していくことで，子どもの対人関係を向上させることができると考える。

（2） 今後の課題

スキルトレーニングとして，他にアサーショントレーニング，ストレスマネージメント，ニュー・カ

ウンセリングなど対人関係を向上させるための理論や実践が多くある。これらには様々なエクササイズ

が用意され，子どもの実態に合わせた取組ができるようになっている。今回の研究はその一部を使って

行ったものであるが，教師の工夫次第で，より効果が上がると思われる。目の前にいる一人一人の子ど

もの対人関係を向上させるためにも，今後，教師がこのようなスキルトレーニングを教育実践の中に積

極的に取り入れていくことがますます求められるようになると考える。

《研究委員》
中山三知子 佐賀県教育センター研究員 平成13年度
梅山ひさの 佐賀県教育センター研修員 平成12～13年度（平成12年度唐津市立鏡山小学校教諭）
古賀 一菊 佐賀県教育センター研究員 平成12年度
原口 元茂 佐賀県教育センター研修員 平成12年度
平山 峰幸 江北町立江北小学校教諭 平成12～13年度
平田 英俊 嬉野町立嬉野中学校教諭 平成12～13年度
土師 啓利 佐賀県立鳥栖工業高等学校教諭 平成12～13年度

《引用文献》
(1) 服部 祥子 『生涯人間発達論』 2000年 医学書院 P62
(2) 小林 正幸・相川 充 『ソーシャルスキル教育で子どもが変わる』 1999年 図書文化

P80・P86・P104
《参考文献》
・ 文部省 『21世紀を展望した我が国の教育の在り方について』 平成８年 文部省
・ 篠原 弘明・勝俣 暎史 『熊大式コンピタンス尺度の開発と妥当性』 2000年

『 』 1999年 明治図書・ 鈴木 康之・一丸藤太郎・鑪 幹八郎 教育相談 重要用語３００の基礎知識
『 』 2001年 誠信書房・ 國分 康孝 カウンセリング辞典
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資料１ 対人関係） 資料２ 有能感）（ ： （ ：

資料４：自己肯定度インベントリー）（

（資料５：自己肯定度インベントリーの整理の仕方）

〈参照：ニュー・カウンセリング 伊藤博 誠心書房〉

Ａ クラス（学校）生活の中での，あなたの思いについて教えてください。

質問を読んで，自分にあてはまると思うものを１つ選び，番号に○をつけてく

ださい。

1 自分
じぶん

には得意
とくい

なことがあると思
おも

います。

2 人の過
あやま

ち（失敗
しっぱい

）を責
せ

めないほうです。

3 仲間
なかま

に入
い

れてほしいときは,  自分
じぶん

から言
い

えるほうです。

4 並
なら

んで待
ま

たなければならないときは順番
じゅんばん

を守
まも

ることができるほうです。

5 友人
ゆうじん

から好
す

かれていると思
おも

います。

6 人
ひと

のいろいろな考
かんが

え方
かた

を認
みと

めることができるほうです。

7 自分
じぶん

の気持
きも

ち（うれしい,  悲
かな

しいなど）を表情
ひょうじょう

や言葉
ことば

にすることができるほうです。

8 だれかが困
こま

っていると手助
てだす

けするほうです。

9 学校
がっこう

でやる気
き

が出
で

るほうです。

10 人
ひと

の成功
せいこう

を喜
よろこ

ぶことができるほうです。

11 人
ひと

からの不合理
ふごうり

な要求
ようきゅう

（いやなこと）を断
ことわ

ることができるほうです。

12 みんなで決
き

めたことは，自分
じぶん

の意見
いけん

が違
ちが

っていても協力
きょうりょく

するほうです。

13 学校
がっこう

で自信
じしん

をもって取
と

り組
く

めることがあります。

14 自分
じぶん

が困
こま

ったときは友
とも

だちが助
たす

けてくれると思
おも

います。

15 人
ひと

の意見
いけん

に賛成
さんせい

・反対
はんたい

をはっきり示
しめ

すことができるほうです。

16 意見
いけん

を言
い

うときは，人
ひと

の意見
いけん

を聞
き

いたり，しばらく考
かんが

えたりして言
い

うほうです。

17 クラスのために何
なに

か役
やく

に立
た

つことをしているほうです。

18 友
とも

だちを信
しん

じることができるほうです。

19 授業中
じゅぎょうちゅう

に発言
はつげん

をするほうです。

20 人
ひと

が話
はな

しているときは最後
さいご

まで聞
き

くほうです。

21 失敗
しっぱい

してもまたがんばろうと思
おも

います。

22 友
とも

だちのいいところに気付
きづ

くほうです。

23 失敗
しっぱい

をしてもあまり気
き

にならないほうです。

24 友
とも

だちとうまく付
つ

き合
あ

えるほうです。

25 努力
どりょく

すればたいていのことは何
なん

とかなると思
おも

います。

26 クラスの人
ひと

はだれでも大切
たいせつ

だと思
おも

います。

27 人前
ひとまえ

で話
はな

すことが好
す

きなほうです。

28 人
ひと

のいやがることは言
い

わないほうです。

ま
っ
た
く

あ
て
は
ま
る

だ
い
た
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
て
は
ま
る

よ
く
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4 3 2 1
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4 3 2 1

4 3 2 1

4 3 2 1

4 3 2 1

4 3 2 1

4 3 2 1
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4 3 2 1
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Ｂ
　あなた自身

じしん

のことについて教
おし

えてください。

　質問
しつもん

を読
よ

んで，自分
じぶん

にあてはまると思
おも

うものを１つ選
えら

び，番号
ばんごう

に○

をつけてください。

1 　自分
じぶん

の考
かんが

えを言葉
ことば

で表現
ひょうげん

できるほうです。

2 　体力
たいりょく

があるほうです。

3 　ざっくばらんな（ありのままでかくしだてしない）ほうです。

4 　目標
もくひょう

があります。

5 　希望
きぼう

があります。

6 　自分
じぶん

の考
かんが

えを決
き

められるほうです。

7 　運動
うんどう

が得意
とくい

なほうです。

8 　人
ひと

の好
す

き嫌
きら

いがないほうです。

9 　勤勉
きんべん

（まじめ）なほうです。

10 　明
あか

るいほうです。

11 　集中力
しゅうちゅうりょく

があるほうです。

12 　からだがじょうぶなほうです。

13 　協調的
きょうちょうてき

な（わがままばかり言
い

わない）ほうです。

14 　意欲
いよく

があるほうです。

15 　自信
じしん

があるほうです。

16 　いろいろな考
かんが

え方
かた

ができるほうです。

17 　活動的
かつどうてき

な（きびきびしている）ほうです。

18 　社交的
しゃこうてき

（人
ひと

との付
つ

き合
あ

いに積極的
せっきょくてき

）なほうです。

19 　がまん強
づよ

いほうです。

20 　今
いま

の自分
じぶん

に満足
まんぞく

しています。

21 　記憶力
きおくりょく

がよい（覚
おぼ

える力
ちから

がある）ほうです。

22 　表情
ひょうじょう

が豊
ゆた

かなほうです。

23 　仲間
なかま

が多
おお

いほうです。

24 　規則正
きそくただ

しく生活
せいかつ

しているほうです。

25 　気持
きも

ちが安定
あんてい

しているほうです。

26 　勉強
べんきょう

ができるほうです。

27 　よく眠
ねむ

れるほうです。

28 　思
おも

いやりがあるほうです。

あ
て
は
ま
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な
い

あ
ま
り

あ
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は
ま
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い

ま
っ
た
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あ
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ま
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よ
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ま
る

だ
い
た
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4
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29 　責任感
せきにんかん

があるほうです。

30 　自分
じぶん

が好
す

きです。

31 　頭
あたま

がよいと思
おも

っています。

32 　リラックスしています（できます）。

33 　人
ひと

から好
す

かれやすいほうです。

34 　意志
いし

が強
つよ

いほうです。

35 　自分
じぶん

は必要
ひつよう

とされている（大切
たいせつ

にされている）と感
かん

じます。

　〔教師用〕
1 　担任されているクラスの子どもたちの実態から，
　　①友人関係を良好にするためには，
　　②クラスでの活動にみんなと仲良く楽しく取り組むためには，
児童・生徒がどんな態度や行動，気配りをすればいいと思いますか。

①友人関係を良好にするために，

②クラスでの活動にみんなと仲良く楽しく取り組むために，

(資料３：記述式アンケート)

4 3 2 1

4 3 2 1

4 3 2 1

4 3 2 1

4 3 2 1

4 3 2 1

4 3 2 1男　・　女

最初から始めて　すべての質問に答えてください
そうです ちがいます領域

1 私は　今の自分とはちがう人になりたいと思います （　　　　） （　○　） ①
2 私は　クラスのみんなの前では　たいへん話しにくいです （　　　　） （　○　） ④
3 もしできるなら　自分自身について　変えたいことがたくさんあります （　　　　） （　○　） ①
4 私は　あまりなやまずに　決心することができます （　○　） （　　　　） ①
5 私は　つきあってみると　おもしろい人間です （　○　） （　　　　） ②
6 私は　家ですぐ腹を立てます （　　　　） （　○　） ③
7 何か新しいことになれるのに　私は長い時間がかかります （　　　　） （　○　） ①
8 私は同じ年ごろの人たちに　人気があります　 （　○　） （　　　　） ②
9 私の両親はふだん　私の気持ちを考えて　わかってくれます （　○　） （　　　　） ③
10 私はすぐ　人のいいなりになります （　　　　） （　○　） ①
11 私の両親は　私に大変期待しすぎます （　　　　） （　○　） ③
12 時々　自分がいやになることがあります （　　　　） （　○　） ①
13 いろいろなことがらが　ごちゃごちゃになって　私の生活を複雑にします （　　　　） （　○　） ①
14 私より年下の人たちは　私の言うことをよくききます （　○　） （　　　　） ②
15 私は　自分自身をあまり信用していません （　　　　） （　○　） ①
16 私は家を出たいと思うことが　たびたびあります （　　　　） （　○　） ③
17 私は学校で　どうしていいかわからなくなることが　よくあります （　　　　） （　○　） ④
18 他の人たちに比べて　私はあまり顔立ちがよくありません （　　　　） （　○　） ①
19 私は　言いたいことがあればふつう　それを言ってしまいます （　○　） （　　　　） ①
20 私の両親は　私のことをわかってくれています （　○　） （　　　　） ③
21 他の人たちに比べて　私はあまり人に好かれていません （　　　　） （　○　） ②
22 私はふだん　両親が私に　たくさんのことを要求しすぎるように感じます （　　　　） （　○　） ③
23 私はしばしば　学校でやる気をなくしてしまいます （　　　　） （　○　） ④
24 私はふつう　ものごとをくよくよと　なやみません （　○　） （　　　　） ①
25 私は　たよりがいのない人間です （　○　） （　　　　） ①

自己肯定度インベントリー（小中高生用）
　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　（例）　私は　勉強するのが好きです　　　　　そうです（　　）　ちがいます（○）

   われわれがふだんから自分について思っているようなことを表した文章が２５あります。あ
なたがふだん感じていることを述べていると思ったら「そうです」の欄に印（○）をつけてくださ
い。また，ふだんあなたが感じていることとは違うと思ったら「ちがいます」の欄に（○）をつけ
てください。正しい答えとか間違った答えがあるわけではありません。自分の感じているまま
に答えてください。

① 一般的自己 （１２項目）
1・3・4・7・10・12・13・15・
18・19・24・25

② 仲間関係での自己 （４項目） 5・8・14・21
③ 家庭場面での自己 （６項目） 6・9・11・16・20・22
④ 学校場面での自己 （３項目） 2・17・23

　整理の仕方については，まず，表に従って，○印にあう
枠に答えているものを得点とし，その合計を出す。次に，４
つの領域に分けて集計する。（○印は１点とする。）


